
春日部市自治会連合会会報
KASUKABE Residents' Association News

自治会・町会・地区・区は地域の輪
 　 自治会・町会・地区・区では、地震・風水害等の災害に備えて自主防災活動や要援護者の避難支援、青少年の

健全育成、安全・防犯パトロール、環境美化活動、住民同士の交流を深めるための活動等を行っています。
地域の輪を広げるため、自治会・町会・地区・区に加入しましょう。

第27号

を
、
日
ご
ろ
か
ら
言
え
る
よ
う
に
、
家
庭
、
学
校
、

「
オ
ア
シ
ス
運
動
」
は
挨
拶
の
言
葉
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、

地
域
ぐ
る
み
で 

オ
ア
シ
ス
運
動

オ

　お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

ア

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

シ

　失
礼
し
ま
す
（
失
礼
し
ま
し
た
）

ス

　す
み
ま
せ
ん
（
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
）

を
、
日
ご
ろ
か
ら
言
え
る
よ
う
に
、
家
庭
、
学
校
、

地
域
な
ど
で
「
あ
い
さ
つ
の
輪
」
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

▪▪我が街の活動紹介我が街の活動紹介（4ページ）（4ページ）　　
▪▪地域貢献賞の受賞者／地域貢献賞の受賞者／▪▪役員研修会役員研修会
▪▪研修会／研修会／▪▪自治会活動写真コンテスト自治会活動写真コンテスト（7ページ）（7ページ）
▪▪自治会加入促進事業／自治会加入促進事業／▪▪武里地区の紹介／武里地区の紹介／▪▪連合会役員一覧連合会役員一覧（8ページ）（8ページ）
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特　集特　集

主主
なな
内内
容容

令
和
４
年
度 

自
治
会
活
動
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
【
最
優
秀
賞
】
六
軒
地
区
自
治
会

「
み
か
ん
だ
い
す
き
！
」
（
令
和
４
年
11
月
６
日
／
撮
影
：
小
林 

陽
子
さ
ん
）

※その他、自治会連合会の活動の詳細は、ホームページ※その他、自治会連合会の活動の詳細は、ホームページ
　(http://kasukabe-jichiren.net/)をご覧ください。　(http://kasukabe-jichiren.net/)をご覧ください。
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　依然として続くコロナ禍の中で、給付金を有効に活用し、感染対策を講じつつ工夫を凝らしながら徐々に活動を再開し
ていることが分かりました。
　今後においては、自治会の実情に合わせた活動を少しずつ再開し、地域を活性化していきましょう。

※紙面の都合上、一部省略して掲載しています。
　詳細は、自治会連合会ホームページ（http://kasukabe-jichiren.net/）をご覧ください。

春日部市コロナに負けない春日部市コロナに負けない
元気な自治会応援給付金元気な自治会応援給付金

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により自治会の様々な活動が制限されている状況を鑑み、自治
会活動の再開及び継続を支援するため、令和４年５月30日㈪に「春日部市コロナに負けない元気な自治
会応援給付金」が各自治会に支給されました。
　この給付金は１自治会当たり１回を限度とする臨時給付金です。
　給付金は自治会活動における新型コロナウイルス感染症対策の費用やウィズコロナに向けた新しい活
動スタイルに要する費用として活用しました。
　令和４年10月～12月にかけて、各自治会あてに給付金の使用方法等のアンケート調査がありましたの
で、その結果をお知らせします。 ［回答数：163自治会］

1 　 給付金をどのように使用しましたか。

3 　 給付金の満足度はいかがでしたか。

4 　 自治会の活動が活性化したと思いますか。

2 　 どのような効果がありましたか。

　給付金は感染対策の強化のための使用が多く、また
集会所の整備により自治会員が感染対策をしつつ、安
心して便利に使えるよう検討している様子が分かりま
した。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

68.8%

48.6%

9.4%

8.7%

7.2%

感染対策用の備品（検温器等）や消耗品（マス
ク、ウェットティッシュ等）を購入し会員へ配布

集会所の整備（掲示板設置、空気清浄機、
パソコン等）、感染対策用の備品等の購入

防災グッズや非常食、日用品
（米、ゴミ袋等）を会員に配布

自治会費に充当、商品券、図書券等の配布

夏祭りや防災訓練などイベントの開催費

　多くの自治会において満足している一方で、少数で
はありますが金額面などに不満があるという回答があ
りました。

65.7%

30.7%

2.2%

1.5%

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

とても満足

やや満足

やや不満

とても不満

　多くの自治会で自治会の活動が活性化したと思って
いることが分かりました。

66.4%

19.0%

14.6%2.2%

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

は　い

いいえ

未回答

　感染対策の備品の配布や集会所の集会所の整備、ま
た経済的な支援により会員に喜ばれた、感謝されたと
いった意見が多く見られました。
　さらに、長い間開催できなかったイベントを開催
し、子供達が喜んでいたといった意見もあり、給付金
が有効に活用され、地域の活性化が図られている様子
が見られました。

0％ 20％ 40％

29.1%

24.6%

20.9%

12.7%

3.0%

3.0%

2.2%

4.5%

感染対策が強化され、会員に喜ばれた

集会所を安心して利用できるように
なり、利便性が向上した

会員の経済的負担を減らすことで
感謝された

防災訓練や祭りなどのイベントを久しぶり
に開催でき、子供達の笑顔が見られた
パソコン利用で伝達などの事務処理が

スムーズになった

防災意識、安全意識の向上に寄与した

掲示物が見やすくなった

その他
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※紙面の都合上、一部省略して掲載しています。
　詳細は、自治会連合会ホームページ（http://kasukabe-jichiren.net/）をご覧ください。

コロナ禍におけるコロナ禍における
自治会課題・ニーズ調査自治会課題・ニーズ調査

　コロナ禍における自治会運営の課題等を把握し、今後の連合会運営の参考資料とするため、令和３年
12月から令和４年１月にかけアンケート調査がありましたので、その結果をお知らせします。

［回答数：163自治会］

2   　 コロナ禍における自治会の財政状況はい
かがですか。1 　 コロナ禍での自治会の運営において、お

困りになっていることをお答えくだい。
　（複数回答可）

4　行政に求める支援はありますか。
　（抜粋）
　・イベントの開催基準を示してほしい
　・イベントの開催時の注意点の明示
　・文書等の配布を最小限にしてほしい
　・ウェブ会議に必要な機器の購入費の補助
　・各種情報のタイムリーな発信

3　工夫して実施した活動はありますか。
　（抜粋）
　・新たなイベントを企画
　・感染対策用品を会員へ配布
　・飲食を伴わない活動は実施
　・人数制限を行い、イベントを開催
　・三密にならないよう対策

6　ICTの活用状況についてお聞きします。
　（複数回答可）5 　 ICT（情報通信技術）はどれくらい活用

されていますか。

8　お手持ちのICT端末の種類をお聞きします。
 （複数回答可）7　ICTを活用していない理由をお聞きします。

 （複数回答可）

22.2%

24.6%

20.6%

26.2%

66.7%

46.0%

15.9%

0％ 20％ 40％ 60％ 80％
パソコン、タブレット、スマートフォン等の

端末を持っていないため
パソコン、タブレット、スマートフォン等の端末
は持っているが、活用方法が分からないため

インターネット環境がないため
会員の個人情報を扱う場合、

セキュリティ体制の確立が難しいため
会員間でＩＣＴを利用できる人と

利用できない人との格差が懸念されるため
従来通りの運営方法（対面、文書での

やり取り）の方が良いと思うため
その他

4.3%

17.4%
30.4%

44.1%

3.7%

0％ 20％ 40％ 60％
よく活用している

ある程度活用している
あまり活用していない

まったく活用していない
分からない

79.9%

33.8%
13.0%
5.8%
15.6%

46.1%

7.1%
28.6%

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
自治会内での感染予防対策
役員・会員との連絡手段
広報の仕分け・配布

会費の徴収
会議・役員引継ぎ

事業・イベントの実施判断
その他
未回答

6.1%

35.6%

58.3%

0％ 20％ 40％ 60％ 80％
コロナ禍以前より

厳しい

コロナ禍以前と
変わらない

コロナ禍以前より
予算に余剰がある

14.3%

60.0%

74.3%

8.6%

22.9%

0％ 20％ 40％ 60％ 80％
会議開催や行事の案内について、
メール等を利用して通知している
自治会のホームページを作成し、
自治会活動の情報を公開している

自治会員相互の連絡手段として、SNS
（LINE等）やアプリを利用している

役員会などでオンライン会議を
利用している

その他

83.1%

9.7%

0.6%

71.4%

14.9%

3.9%

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
スマートフォン

スマートフォン以外の携帯
（ガラケー）

ＰＨＳ
パソコン
タブレット
持っていない
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市
の
中
心
部
を
流
れ
る
古
利
根

川
の
右
岸
に
沿
っ
た
粕
壁
東
２
丁

目
及
び
東
４
丁
目
の
一
部
に
属
し

て
お
り
ま
す
。
「
大
砂
」
の
町
名

は
「
大
門
」
「
砂
塚
」
２
地
区
が

合
併
現
在
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　

町
内
会
に
は
商
店
は
殆
ど
無
く

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
集
合
住
宅
は
存

在
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
世
帯
数
は

２
３
０
世
帯
で
昔
か
ら
の
住
宅
街

で
小
さ
く
静
か
な
住
宅
街
と
し
て

発
展
し
現
在
に
至
り
ま
し
た
。

　

組
織
と
し
て
は
、
他
町
内
会
同

様
、
会
長
・
副
会
長
・
会
計
・
庶

務
・
監
事
で
執
行
部
を
構
成
し
、

町
内
は
11
組
に
分
け
ら
れ
各
組
に

は
組
長
・
副
組
長
・
文
化
部
で
全

体
を
構
成
し
町
内
会
運
営
を
し
て

お
り
ま
す
。

　

行
事
は
総
会
・
夏
祭
り
・
清
掃
・

ラ
ジ
オ
体
操
・
パ
ト
ロ
ー
ル
・
体

育
祭
・
防
災
訓
練
・
餅
つ
き
大
会

等
を
一
人
数
役
担
当
し
て
や
り
繰

り
し
協
力
し
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　

何
処
の
町
内
会
も
同
様
に
高
齢

化
等
の
問
題
で
役
員
の
確
保
に
苦

労
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

当
町
内
会
も
や
り
繰
り
し
な
が
ら

町
内
会
員
相
互
の
融
和
を
図
り
絆

を
強
め
安
全
で
安
心
の
出
来
る
楽

し
い
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

当
町
会
は
６
４
０
世
帯
の
一
般

会
員
と
20
社
の
特
別
会
員
と
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
区
域
内
に
は

大
小
３
つ
の
公
園
が
あ
り
、
自
治

会
の
活
動
は
公
園
を
主
な
活
動
拠

点
と
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
除
草
作

業
や
餅
つ
き
大
会
等
、
残
念
な
が

ら
中
止
し
た
活
動
も
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、実
施
で
き
た
防
災
訓
練
・

子
ど
も
会
活
動
等
は
参
加
者
も
多

く
、
大
変
充
実
し
た
活
動
内
容
と

な
り
ま
し
た
。

　

公
園
内
に
あ
る
防
災
倉
庫
に
は

防
災
用
品
の
他
、
コ
ピ
ー
機
と
冷

蔵
庫
を
常
設
し
て
あ
り
、
い
つ
で

も
利
用
で
き
ま
す
。
公
園
の
管
理

も
、
シ
ニ
ア
会
の
方
々
が
定
期
的

に
芝
刈
り
機
で
除
草
を
行
っ
て
く

れ
て
、
い
つ
も
き
れ
い
に
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

女
性
の
役
員
が
多
く
活
躍
し
て

い
る
こ
と
も
当
町
会
の
特
徴
で
す
。

本
部
役
員
12
名
の
う
ち
５
名
が
女

性
の
役
員
で
、
女
性
な
ら
で
は
の

意
見
や
、
子
育
て
世
代
か
ら
の
視

点
か
ら
も
幅
広
い
意
見
が
出
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
敬
老
記
念
品
と
し
て
対

象
者
に
毎
年
お
茶
を
配
布
し
、
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。
次
世
代
の
町
会

運
営
を
見
据
え
な
が
ら
、
若
い
世

代
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
地
域
住
民

が
気
楽
に
交
流
を
図
れ
る
よ
う
な

活
動
に
し
て
い
く
こ
と
が
当
町
会

の
目
標
で
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
、
池
の
端
自
治
会

会
長
の
植
田
拓
朗
で
す
。

　

池
の
端
自
治
会
は
春
日
部
市
の

南
東
、
越
谷
市
と
の
市
境
に
あ
り

ま
す
。

　

昔
か
ら
住
ま
わ
れ
て
い
る
ご
高

齢
の
方
が
多
い
で
す
が
、
せ
ん
げ

ん
台
駅
か
ら
徒
歩
圏
内
の
住
宅
街

と
い
う
こ
と
も
あ
り　

新
し
い
ご

家
族
の
方
も
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

　

自
治
会
を
通
じ
て
世
代
や
居
住

年
数
を
越
え
た
地
域
の
繋
が
り
を

如
何
に
形
成
で
き
る
か
と
い
う
こ

と
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

10
月
に
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち

に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
鑑
み
て
室
外
の
み
で
執
り
行
い
、

我が街の
活動紹介

令和４年度

①

②

③④

⑤

⑥

⑦ ⑧

⑨

幸松地区 

豊春地区 

武里地区 豊野地区 

庄和 
地区 

内牧地区 

粕壁 
地区 

①

町内会長
中村 正博

粕壁地区
大

砂

町

内

会

②

町会長
飯塚 悦子

内牧地区
栄
町
一
丁
目
町
会

③

自治会長
植田 拓朗

武里地区
大
枝
池
の
端
自
治
会

防災訓練にて避難する大砂町内会員

毎年実施する防災訓練

番号は自治会の
所在を示します。
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仮
装
を
し
た
子
供
た
ち
は
自
治
会

区
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
方
が
住
む
お
宅
に
自

治
会
が
用
意
し
た
お
菓
子
を
設
置

し
て
も
ら
い
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
よ
う
に
お
菓
子
を
受
け
取
っ
て

い
く
と
い
う
企
画
で
す
。

　

世
代
を
越
え
た
交
流
と
い
う
意

味
で
も
と
て
も
有
意
義
な
イ
ベ
ン

ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
自
治
会
は
、
武
里
駅
の
西
側

の
、
安
之
堀
川
と
新
方
川
に
隣
接

す
る
地
域
に
あ
り
、
２
０
２
１
年

４
月
に
、
大
畑
自
治
会
か
ら
分
離

し
設
立
し
た
自
治
会
で
す
。

　

大
畑
自
治
会
は
自
治
会
活
動
が

活
発
な
自
治
会
で
し
た
が
、
自
治

会
活
動
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、

東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
を
越

え
て
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

高
齢
化
に
伴
い
自
治
会
活
動
参
加

に
支
障
を
き
た
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
大
畑
新
田
地

区
約
３
０
０
世
帯
が
参
加
し
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
後
も
コ
ロ
ナ
感
染
が
収
ま

ら
ず
、
最
初
の
１
年
間
は
自
治
会

活
動
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
状
況

で
し
た
。

　

し
か
し
、
２
０
２
２
年
新
年
の

三
が
日
に
は
、
凧
あ
げ
等
正
月
遊

び
用
に
当
自
治
会
館
「
令
和
館
」

に
隣
接
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
開
放

し
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
夏

に
行
っ
た
「
手
持
ち
花
火
大
会
」

や
ヨ
ガ
教
室
、
地
域
の
お
茶
飲
み

会
等
を
開
催
し
、
多
く
の
会
員
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
自
治
会
は
、
豊
春
駅
西
口
の

古
隅
田
川
か
ら
東
側
の
商
店
街
と

住
宅
地
と
、
東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー

ク
ラ
イ
ン
東
側
と
花
積
台
の
一
部

の
地
区
、
約
３
５
０
世
帯
で
全
域

を
11
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

夏
ま
つ
り
・
お
楽
し
み
会
・
お

し
る
こ
祭
り
等
の
多
く
の
自
治
会

員
の
参
加
に
よ
り
、
会
員
同
士
が

楽
し
め
る
親
睦
会
と
地
域
の
清
掃

活
動
・
定
期
的
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、

４
地
区
合
同
防
災
訓
練
の
参
加
、

豊
春
地
区
体
育
祭
へ
の
参
加
等
の

地
域
活
性
化
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

自
治
会
の
運
営
に
関
し
て
は
、

毎
月
自
治
会
定
例
会
議
を
開
催
し

て
、
意
見
交
換
や
提
案
等
に
よ
り

自
治
会
員
の
親
睦
活
動
活
性
化
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

の
関
係
か
ら
自
治
会
初
の「
朝
市
」

を
12
月
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

朝
市
で
は
、
地
域
の
農
家
組
合

員
の
協
力
を
頂
き
、「
新
鮮
野
菜
」

が
無
償
提
供
さ
れ
ま
す
。
こ
の
無

償
提
供
の
「
新
鮮
野
菜
」
を
中
心

と
し
た「
朝
市
」で
す
。
野
菜
の
他
、

焼
き
芋
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
特

価
販
売
や
飲
み
物
無
料
提
供
な
ど

を
企
画
し
ま
し
た
。
期
待
し
て
下

さ
い
。

　

当
地
区
は
春
日
部
市
の
東
北
部

国
道
４
号
線
の
両
側
に
沿
い
杉
戸

町
に
隣
接
す
る
２
３
０
世
帯
の
地

区
で
す
。
役
員
は
地
区
長
、
副
地

区
長
２
名
、
会
計
、
監
査
で
構
成

さ
れ
組
長
12
名
民
生
委
員
、
防
犯

推
進
委
員
、
学
童
見
守
り
隊
の
皆

さ
ん
に
協
力
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

主
に
年
間
行
事
と
し
て
は
、
３

月
古
利
根
清
掃
、
４
月
地
区
総
会

５
月
春
の
ク
リ
ン
デ
ー
。
11
月
秋

の
ク
リ
ン
デ
ー
、
地
区
内
清
掃
12

月
餅
つ
き
大
会
、
毎
月
の
役
員
会

も
コ
ロ
ナ
に
よ
り
中
止
。
コ
ロ
ナ

感
染
防
止
の
為
手
指
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
を
全
会
員
に
配
布
。
こ
の

よ
う
な
時
で
も
下
校
時
学
童
見
守

り
及
び
地
区
内
パ
ト
ロ
ー
ル
を
年

間
通
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

小
渕
合
同
行
事
夏
ま
つ
り
参
加

（
令
和
４
年
度
は
神
輿
展
示
の
み
）

小
渕
全
体
で
老
い
も
若
き
も
地
域

一
丸
と
な
っ
て
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
す
。
子
供
み
こ
し
は
親
子
共

に
参
加
し
帰
り
に
お
菓
子
や
お
土

産
等
を
配
る
な
ど
地
区
最
大
の
行

事
で
す
。

　

９
月
防
災
訓
練
、
10
月
体
育
祭

鷺
神
社
祭
礼
、
コ
ロ
ナ
終
息
祈
願
、

⑤

自治会長
齋藤 安行

豊春地区
道
口
蛭
田
地
区
自
治
会

④

自治会長
荒木 利夫

武里地区
大
畑
新
田
自
治
会

⑥

地区長
荻原 政邦

幸松地区
小
渕
原
前
地
区

ハロウィンパーティ

夏まつりみこしパレード

防犯推進委員によるパトロール

手持ち花火大会の様子

我 が 街 の 活 動 紹 介
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当
社
本
殿
は
一
宮
二
社
で
拝
殿
の

中
央
を
板
壁
で
仕
切
り
向
か
っ
て

左
が
小
渕
鷺
神
社
右
は
杉
戸
町
本

郷
地
区
の
鷲
神
社
と
な
っ
て
い
る

全
国
で
も
大
変
珍
し
い
様
式
で
す
。

12
月
に
は
歳
末
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
ま
し
た
。
一
日
も
早
く
コ

ロ
ナ
終
息
を
役
員
一
同
願
っ
て
い

ま
す
。

　

当
自
治
会
は
、
東
武
野
田
線
藤

の
牛
島
駅
南
側
に
位
置
し
ま
す
。

隣
接
地
区
に
牛
島
地
区
が
あ
り
、

県
道
松
伏
春
日
部
線
が
南
北
に
通

っ
て
い
ま
す
。
県
道
の
反
対
側
に

三
本
木
自
治
会
が
あ
り
ま
す
。
荻

原
地
区
の
中
で
、
２
自
治
会
が
あ

り
荻
原
自
治
会
と
藤
ヶ
丘
自
治
会

が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
１
８
２
世
帯
13
班
の
構
成

で
す
。
主
な
年
間
行
事
は
、
４
月

の
総
会
、
６
月
藤
塚
北
５
地
区
合

同
夏
祭
り
、
７
月
稲
荷
神
社
夏
祭

り
、
８
月
車
地
蔵
祭
り
、
９
月
藤

塚
北
５
地
区
合
同
防
災
訓
練
、
10

月
豊
野
地
区
体
育
祭
、
11
月
高
齢

者
食
事
会
、
12
月
冬
季
休
業
中
パ

ト
ロ
ー
ル
、
２
月
中
川
右
岸
清
掃

で
す
。

　

令
和
２
年
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
思

っ
た
活
動
が
で
き
な
い
状
況
で
し

た
。
し
か
し
、
藤
塚
北
５
地
区
合

同
防
災
訓
練
は
当
日
雨
天
の
た
め
、

電
話
連
絡
網
に
よ
る
情
報
伝
達
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
自
治
会
は
、
藤
塚
地
区
の
11

自
治
会
の
１
つ
で
、
藤
塚
香
取
神

社
の
毎
月
の
清
掃
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
私
は
、
氏
子
総
代
と
し
て

12
年
間
香
取
神
社
の
清
掃
を
は
じ

め
、
年
間
行
事
を
氏
子
総
代
全
員

22
名
と
令
和
４
年
３
月
ま
で
行
っ

て
き
ま
し
た
。
自

治
会
役
員
の
高
齢

化
に
伴
う
自
治
会

運
営
の
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　

当
自
治
会
は
南
桜
井
駅
よ
り
徒

歩
15
分
程
江
戸
川
寄
り
に
位
置
し
、

５
月
に
は
大
凧
マ
ラ
ソ
ン
の
ラ
ン

ナ
ー
が
江
戸
川
を
走
り
抜
け
て
行

く
そ
ん
な
場
所
に
あ
り
ま
す
。
会

員
数
は
約
１
５
０
世
帯
か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
年
々
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
の
も
現
実
で
す
。

　

近
年
コ
ロ
ナ
禍
の
為
沢
山
の
活

動
が
制
限
さ
れ
、
例
年
の
様
な
行

事
も
縮
小
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
中
で
も
、
防
犯
対
策
と
し
て
夜

間
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
安
全
に
生
活

が
出
来
る
様
、
住
み
よ
い
自
治
会

を
目
指
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
資
源
回
収
を
月
２
回
実
施

す
る
な
ど
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
の
も
と
自
治
会
運
営
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

11
月
に
は
防
災
訓
練
を
実
施
し
、

情
報
伝
達
に
よ
り
感
染
リ
ス
ク
を

考
え
電
話
連
絡
網
に
よ
る
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
近
年
は
予
期
も

し
て
い
な
い
感
染
症
や
事
故
、
防

災
に
於
い
て
も
社
会
状
況
が
大
き

く
変
化
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
地
区
の
皆
様
と
協
力
し
て
、

住
み
よ
い
自
治
会
で
あ
る
こ
と
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

早
く
こ
の
感
染
症
が
収
ま
り
、

皆
さ
ん
が
笑
顔
で
毎
日
の
生
活
が

送
れ
る
事
を
願
い
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
も
会
員
の
皆
さ
ん
と
協
力
し

な
が
ら
、
よ
り
良
い
自
治
会
を
目

指
し
ま
す
。

　

米
島
二
区
は
、
役
員
４
ブ
ロ
ッ

ク
で
輪
番
制
の
形
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
な
の
で
月
１
回
の
会

議
と
数
回
の
防
災
会
議
等
だ
け
で

す
が
、
仕
事
を
し
て
い
ま
す
の
で

決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
引
き
受
け
て
や
っ
て
み
た

感
想
と
し
ま
し
て
は
、
皆
様
が
寝

て
い
る
間
に
道
路
が
キ
レ
イ
に
ス

ー
パ
ー
コ
ン
ビ
ニ
等
に
品
物
が
並

ん
で
い
る
様
に
、
誰
か
が
地
域
の

こ
と
を
考
え
そ
し
て
行
動
し
て
い

る
の
が
分
か
っ
た
年
で
も
あ
り
ま

す
。

　

民
生
委
員
っ
て
知
っ
て
い
ま
す

か
？

　

有
事
の
避
難
場
所
に
最
初
に
来

ら
れ
る
市
の
職
員
が
数
人
、
そ
れ

も
辿
り
着
け
て
の
話
だ
と
か
知
っ

て
い
ま
す
か
？

　

特
に
防
災
等
は
、
国
や
県
や
市

の
前
に
最
初
に
活
動
出
来
る
の
は

自
治
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
事
も
分
か
っ
た
年
に
な

り
ま
し
た
。

　

輪
番
制
に
異
を
唱
え
る
方
も
い

ま
す
が
、
参
加
し
な
い
と
分
か
ら

な
い
事
を
知
る
良
い
体
験
と
な
り

ま
し
た
。

　

大
し
た
事
は
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
一
緒
に
務
め
ら
れ
た
他
の
役

員
方
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑦

自治会長
内海 政弘

豊野地区
荻
原
地
区
自
治
会

⑧

自治会長
久保田賢二

庄和地区
六

区

自

治

会

⑨

区長
亀山　靖

庄和地区
米

島

第

二

区

我 が 街 の 活 動 紹 介

藤塚香取神社での活動の様子

公
民
館
　

非常用持出袋
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役員研修会

研　修　会

地域貢献賞表彰
　この賞は、身近な地域で地道にも立派な活動
をされている方々の功績をたたえるもので、今
年度は公共生活、生活安全、環境美化、社会福祉、
青少年指導、自然･文化財保護などの分野で18人
と２団体が表彰されました。
　長年の地域貢献に感謝いたします。
　受賞おめでとうございます。

【 推薦自治会名 " 個人・団体（分野）】
　　　　　本町"秀間　邦男（青）
　　　　　東町"関根　良夫　　　

（公･生･老人会活動の活性化）
　　　　　内谷"中山　隆夫（公･生）
　　　内牧一区"金子　香保留（社）　
　　　内牧二区"高橋　章一（公･青）　
　　　梅田二区"金井　康郎（公･社）　
　備後須賀第四"野口　親治（生）　　　　
　　　　上大増"越沼　恵子（社）　
　　　　豊町東"中島　健（社）　　
　　下蛭田中央"前里　好子（青･社）  　
　　八丁目上組"栗原　幸治（公･生･環）
　　　小渕原前"荻原　秀男（公･生）
　　　樋籠柳原"竹内　道夫（生）
　　　　　野口"吉川　アキ（環）
　　　　新川島"はなみず木の会（環）
　　　六軒地区"舟久保　重治

（公･長年に渡る自治会活動）
　　　米島第三"後藤　秀男（生･環）
　　　　東中野"田口　進（公･青）
　　　　南桜井"オパールクラブ

（公･環･社･地域老人会育成活動）
　　　　　立野"木村　操（公･社）

（自治会名称中の町会･地区･自治会等は略）

令和４年11月30日
　例年実施していた視察研修に代わり、オンライ
ン形式にて開催しました。
　三重県の四日市市自治会連合会に協力をいただ
き、「自治会運営における負担軽減の取り組み」
について意見交換を行いました。四日市市自治会
連合会の橋爪さんから外部決済システムによる自
治会費のオンライン決済化や、ZOOM を活用し

た地域活動、Youtube
を活用した周知回覧の
手法など実績に基づく
貴重なお話を聞くこと
が出来ました。

令和５年２月３日
　自治会への加入率の減少が続いている中、地域
においては、様々な課題を認識・共有し、それを
自主的・主体的に解決する力“地域共生力”の醸
成・向上を図り地域コミュニティを活性化する必
要があります。今回の研修では、これからの社会
を担う若年層の自治会への参加促進を図る目的に
山梨総合研究所 主任研
究員 渡邉たま緒さんに

「若年層はなぜ自治会に
入らないのか？」をテー
マにご講演いただきま
した。

　今回で３回目を迎えました。13自治会から51作品
の応募がありました。１月18日に開催しました理事
会において審査をした結果、最優秀賞には六軒地区自
治会（表紙写真）、優秀賞３点には、下に紹介する３

自治会が選ばれました。
　自治連ＨＰでは、全点を掲載しています。

13自治会から51点応募

■優秀賞■本田上自治会
「 演奏に合わせて躍動する子どもたち」

■優秀賞■大畑新田自治会
「子供花火大会」

■
優
秀
賞
■
六
軒
地
区
自
治
会

「
お
お
き
い
！
」

自治会活動写真コンテスト自治会活動写真コンテスト
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（敬称略）

発行者 ● 春日部市自治会連合会
事務局 ● 春日部市役所市民参加推進課内 ☎048-736-1111

■会長
　時田　美野吉（本田上自治会）
■副会長
　並木　素生（立沼町会）
　野村　三男（内牧四区地区）
　伊澤　秀雄（大枝地区自治会）
　園田　俊博（谷原三丁目町会）
　鈴木　敏仁

（牛島4番地区自治会）
　細谷　悟（西金野井西区）
■理事
　中村　正博（大砂町内会）
　白石　昌三（中央二丁目町会）
　飯山　雅一（元町町会）
　松永　彰（春日町町内会）
　田中　良司（梅田二区自治会）
　金重　一夫

　（一ノ割新田・大沼自治会）
　野村　幸男

　（備後須賀第四自治会）
　山崎　勇喜

　（武里中野地区自治会）
　渡辺　進（大畑自治会）

　高橋　泰稔（正善第一自治会）
　岡本　文雄（ルネ春日部自治会）
　齋藤　安行（道口蛭田地区自治会）
　高倉　康有（豊町東地区自治会）
　本橋　一好（上大増自治会）
　菱沼　和保（小渕島自治会）
　髙﨑　光英（西不動院野地区）
　高橋　栄二（三本木自治会）
　小川　保（本田下自治会）
　尼子　公俊（米島第三区）
　渡辺　正雄（西金野井北区）
　新井　勝（塚崎区）
■事務局長
　田辺　晴彦（藤ヶ丘自治会）
■会計
　小倉　一雄（北部新宿区自治会）
■監事
　須田　秀雄（梅田本町地区）
　関根　金次郎（上蛭田地区）
　白石　栄二（八丁目上組地区）
■会報編集委員
　会長･副会長の兼任

　我が武里地区は東武伊勢崎線の一ノ割駅と武
里駅の東西に広がる地域に位置しており、人口
も市内７地区で一番多い６万633人（11月１
日現在）が住んでおり、40自治会・町会で構
成され積極的に活動致しております。
　当地区内には、開設当初「東洋一の団地」と
呼ばれた武里団地があります、当団地は1963
年（昭和38年）竣工、1966年（昭和41年）
より管理開始。９街区・6,000戸からなり、最
も南に位置する５街区のみ分譲住宅で、残りは
賃貸住宅です。
　当団地が開設されたことから、当地区は住宅
化が進み、ほとんどが住宅地で、現在も春日部
市立南中学校南側にて総戸数105戸の建売住宅
が建設中です。（現在65戸程完成済み）
　当住宅地については、自治会を発足させるべ
く当自治連で一昨年より活動致しており、令和
４年度も自治会加入促進運動の一環として、令
和４年12月４日に理事全員にて勧誘活動を行
っております。
　当自治連のメイン行事である「地区体育祭
は」、例年８ブロック500名以上の参加のもと
地区コミュニティ推進に寄与しておりました
が、コロナ禍にて４年間中止（１年目は雨天の
ため）となっており、令和５年度は是非とも開
催させたいと思っております。
　武里地区自治会連合会は、今後とも関連する
他団体（民生、児童委員協議会・社会福祉協議
会武里支部・春日部市地域防犯推進協議会武里
地区連絡会・スポーツ推進委員会等）と協力
し、住みよい安心・安全な地域づくりを目指し
日々自治会活動に邁進いたします。

武里地区自治会連合会　会長　伊澤　秀雄

武里地区自治会連合会  [40自治会]

備後下自治会／原田 敏彦
備後東六丁目地区自治会／海老沢 昭三
正善第一自治会／高橋 泰稔
正善第二自治会／上原 十九三
備後田島自治会／古坂 正人
東急武里自治会／近江 大介
備後上地区／上野 正己
備後西川自治会／石田 賢次
備後宮田自治会／橋本 和久
備後同友自治会／佐久間 勝
備後朝日ヶ丘自治会／佐藤 正行
備後須賀第一自治会／松井 正行
備後須賀第二町会／久保谷 実
備後須賀第三自治会／（代）松倉 健
備後須賀第四自治会／野村 幸男
備後須賀第５自治会／釼持 盈
一ノ割本田第一自治会／林 俊一
一ノ割本田第二自治会／川崎 由美子
一ノ割本田第三自治会／香山 幹男
一ノ割根耕地自治会／松崎 忠悦

一ノ割新田・大沼自治会／金重一夫
薄谷自治会／石田 充正
武里中野地区自治会／山崎 勇喜
白百合自治会／板橋 正充
武里みどり住宅地自治会／戸塚 晃
増田新田地区自治会／員田 眞一
大場駅西自治会／上原 進
大場中央自治会／君塚 峰則
大場新田自治会／田中 実
大場谷中自治会／原田 利雄
大場東口自治会／柴田 透
大畑自治会／渡辺 進
大畑新田自治会／荒木 利夫
大枝地区自治会／伊澤 秀雄
大枝南自治会／蓮見 公三
シティプラザ自治会／大林 充
大枝池の端自治会／植田 拓朗
大枝東自治会／庄野 豊
千間一丁目自治会／瀬戸 金悦
５街区町会／阿久澤 明美

（令和５年３月現在／名簿順）

▪▪我が街の活動紹介我が街の活動紹介（4ページ）（4ページ）　　
▪▪地域貢献賞の受賞者／地域貢献賞の受賞者／▪▪役員研修会役員研修会
▪▪研修会／研修会／▪▪自治会活動写真コンテスト自治会活動写真コンテスト（7ページ）（7ページ）
▪▪自治会加入促進事業／自治会加入促進事業／▪▪武里地区の紹介／武里地区の紹介／▪▪連合会役員一覧連合会役員一覧（8ページ）（8ページ）

連合会役員一覧

自治会加入促進事業
　令和４年度はコロナ禍のため制限していた加入促進
キャンペーンを実施しました。

１．スローガン掲出
　令和４年11月１日から11月30日まで、市役所本庁
舎３階の窓越しに“自治会に加入して助け合える街
に”との大文字表示を掲げました。

２．各地区での加入促進キャンペーン
豊春地区 ●11月３日㈭
会場：コープ春日部店　参加自治会長：６名
内牧地区 ●11月13日㈰
会場：内牧公民館　参加自治会長：５名
豊野地区 ●11月22日㈫
会場：朝日屋 駐車場　参加自治会長：12名
粕壁地区 ●11月22日㈫
会場：ララガーデン広場　参加自治会長：５名
幸松地区 ●11月26日㈯
会場：生鮮市場トップ春日部店　参加自治会長：４名
武里地区 ●12月４日㈰
会場：武里地区内　参加自治会長：８名
庄和地区 ●
　年間を通し、ダストボックスの利用案内に併せて実
施しています。

３．犯罪被害者支援キャンペーンにおける啓発
会場：イオンモール春日部　参加自治会長：６名
　市、埼玉県、埼玉県警と合同で開催したキャンペー
ンにおいて、自治会加入促進の啓発活動を行いました。

武 里　　地区の紹介


